
 

 

 

 

 

校長 遠  藤 修  平

 

 ２月１９日（日）に埼玉スタジアムで行われた埼玉県高校サッカー新人大会決勝において、本校サッ

カー部は、武蔵越生高校（選手権ベスト８）と対戦し 4-0 で快勝し、12 年ぶりの優勝を果たしまし

た。決勝戦では、試合の流れが落ち着きかけた前半６分、杉沢選手（２年）が先制ゴール、その後は、

貴重な２点目を狙う武南と同点に追いつきたい武蔵越生の両チームの間で激しい攻防が続きました。均

衡を破ったのは前半 29分、川上選手（２年）が一瞬のスキをついてドリブル突破から追加点を奪うと、

後半は相手チームの猛攻に耐えながら、同 11 分に右サイドからのクロスボールに高橋俊選手（２年）

が合わせて３点目、同 36 分に高橋秀選手（２年）が４点目を入れて勝負を決めました。 

昨年秋の選手権８強を逃した本校は、南部支部予選からの厳しい戦いが続きました。南部地区予選で

は、公立の雄、浦和東高校、市立浦和高校と戦い、優勝を遂げると、県大会も順調に勝ち上がりました。

そして、選手権優勝チームの昌平高校との準決勝 2-2 の激闘の末、キャプテンでゴールキーパーの前

島選手（２年）の好セーブもあり、PK 戦において 4-3 で勝ち切ったのが大きかったと思われます。 

 サッカー部は昨年のインターハイ予選、選手権予選と苦杯を喫し、つらい思いをしてきました。その

分、内野監督の下、日頃から地道な練習を繰り返し続けてきました。第二グラウンドが改修で使えない

中、本校から、片道 30キロを超える加須市の SFA フッ 

トボールセンターでの練習も続きました。そういった苦難 

に耐えてきたからこその栄冠でもあります。２月に、全人 

工芝の BUNANフットボールフィールドも完成し、練習 

環境も整ってきました。今 

回の優勝は武南高校サッカ 

ー部復活の第一歩にすぎま 

せん。今後武南高校サッカ 

ー部のますますの活躍を期 

待したいと思います。引き 

続き、皆様の応援を宜しく 

お願いいたします。 
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優勝までの道のり  

《南部地区予選》 

２回戦 武南高校 25-0  栄東高校 

３回戦 武南高校  6-1  川口東高校 

準決勝 武南高校  2-1  浦和東高校 

決 勝 武南高校  6-0  市立浦和高 

《県大会》 

１回戦 武南高校 3-1  狭山ヶ丘高校                          

２回戦 武南高校 3-1  浦和学院高校                          

準決勝  武南高校 2-2  昌平高校                                             

PK4-3 

決 勝 武南高校 4-0  武蔵越生高校  

 

 

 

 

 

Bunan フットボールフィールド 

（越谷市 旧第２グラウンド） 



 中学校創立１０周年記念式典 挙行される 

 ２月７日（火）川口総合文化センターリリア音楽  

ホールにおいて 武南中学校の創立１０周年記念式典が挙行され   

ました。式典では、理事長から「世界的な問題や課題に立ち向かい  

ね解決するような存在になってほしい」「日頃から幅広い視野を持 

ち目標に努力してほしい」と期待が寄せられました。校長挨拶、山田晴子父母の会会長祝辞に続いて、

生徒会会長の２年赤石要さんが、「武南中学の伝統を守り、諸先輩の受け継いでこられた思いを胸に、

これからの１０年、２０年へと世界へ羽ばたいていくことを誓います」力強く決意を述べました。 

その後、響芸の皆さんによるアンサンブル五重奏による記念演奏会で幕を閉じました。 

 

アジア研修代替国内研修旅行  

２月１４日（火）から３泊４日で本校の３年生がアジア研修代替の国内研修旅行に無事に行って 

 きました。内容は、立命館アジア太平洋大学（大分）での外国の留学生とのワークショップとディ 

スカッション、湯布院を留学生とめぐる Global Village プログラム、長崎総合科学大学の特別プロ 

グラム「海洋生物と海の環境を SDGs から考える」等でした。生徒たちは、留学生との英語でのコ 

ミュニケーションや大学生との学びに果敢に挑戦し、大きな成果を残しました。 

 

                 

                ３月の主な行事予定 

〈中学校〉                       〈高校〉 

3 月  2 日（木）授業①～④ 再指導（午後）   3 月 1 日（水）予餞会（さいたま市文化センター） 

      3 日（木）授業①～④ 再考査（午後）          4 日（土）卒業式予行（3 年）授業①～➂（1,2年） 

6 日（月）高校卒業式（生徒臨休）            6 日（月）第 58 回卒業式 

      8 日（水）授業①～④ 成績会議                 ７日（火）期末考査～１０日（土）まで 

     9 日（木）授業①～④ 職員研修会          9 日（木）職員研修会 

     10 日（金）授業①～④（1,2 年）卒業式予行（3年）   13 日（月）成績処理（生徒臨休） 

13 日（月）成績処理（生徒臨休）                     15 日（水）入力点検（生徒臨休） 

    14 日（火）第８回卒業式                          16 日（水）個人面談 

15 日（水）個人面談（PM）授業①～➂                       17（金）18（土）22 日（水）  

           16（木）18（土）22 日（水）            17 日（金）成績会議・職員会議 

     17 日（金）授業①～➂成績会議・職員会議            19 日（日）入学説明会 

18 日（土）国内研修報告会                        20 日（月）振休 

     19 日（日）第２回新入生説明会                      21 日（火）春分の日（祝日） 

    20 日（月）振休                                    23 日（木）終業式 

       21 日（火）春分の日（祝日）                      28 日（火） 

   23 日（木）修了式                    ～31 日（金） 

   28 日（火）～31 日（金）春期講習             春期講習 


